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【研究プロジェクト名および概要】 

 染色体制御講座では、生殖細胞における減数分裂のメカニズムについて研究を推進する。内容的には高齢

出産、少子化の観点で、医学分野のみならず社会的にも強くアピールできる研究課題である。 
Ⅰ. 減数分裂誘導の分子機構 
体細胞分裂と減数分裂の違いを生み出す本質的なメカニズムの解明は未だ不明な点が多く国際的にも攻め

倦んでいる。最近我々はマウス生殖細胞より、体細胞分裂から減数分裂への切替えに決定的な役割を果たす

新規の転写因子 MEIOSIN を同定した(Dev Cell 2020)。これにより減数分裂開始の機構を世界に先駆けて解明

し、国際的にも圧倒的に有利な状況で研究を推進している。MEIOSIN のターゲットとなる遺伝子には未解

析のものが多くあり、減数分裂において重要な役割をしている可能性がある(Cell rep 2020, Nature Commun 

2021, iScience 2022)。そこでこれらの遺伝子の機能についてゲノム編集などを駆使してさらに解析を進めて

いる。 
Ⅱ. 減数分裂における染色体構造 
 当講座ではマウス生殖細胞クロマチン画分からの質量分析スクリーニングにより、卵巣・精巣で特異的な

発現を示す新規の染色体因子を同定している。コヒーシン RAD21L の同定 (EMBO rep. 2011)とコヒーシン

による相同染色体対合を制御するメカニズムの解明(Genes&Dev.2014, PLOS Genet 2020)、減数第一分裂に特

異的な動原体タンパク質 MEIKIN の発見 (Nature 2015)などで、ダウン症や流産などで見られる染色体異常

や、不妊不育の原因を理解する上で極めて重要な示唆を与える研究を展開している。 
Ⅲ. 減数分裂における細胞周期制御 
生殖細胞は通常の体細胞と同様の細胞周期の機構を転用しながらも、染色体構造に減数分裂特異性が与えら

れるようにプログラムされている。この細胞周期の調節は減数分裂仕様に大幅に特殊化されているが、この

分子機構はほとんど理解されていない。体細胞で見られる細胞周期調節が染色体の動態に決定的な役割を果

たしていることからも明白であるように、減数分裂における細胞周期調節の観点から染色体制御を理解する

ことが重要となろう。本研究では、細胞周期の進行に重要とされるユビキチンリガーゼ複合体の減数分裂の

素過程における働きを酵素・基質・調節の観点から研究する(Scientific Rep. 2020, iScience 2021)。 
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【特殊技術・特殊装置】 
１.  組換え DNA 技術              ４.  バイオイメージング技術 
２.  タンパク質間の相互作用の解析技術     ５.  遺伝子発現およびクロマチン構造の解析技術 
３.  核酸とタンパク質の生化学解析の技術    ６.  細胞培養技術 



７.  遺伝子改変マウス解析技術          ８.  抗体作製技術 
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